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１．はじめに
福井県は活断層が多数分布し，地震による被害を被って
きた．例えば，濃尾地震（，M.0）や福井地震（4，
M.）は典型例である．地震活動の特徴としては，最近
では岡本他１）でも示されているが，活断層に沿う活動，
特に福井地震断層に沿う福井地震の余震活動が顕著であ
る．また，地域別に消長を示しながら変化する地震活動の
存在も指摘されている１）．なかでも 005 年の低活動期間
の存在は，明瞭なものであった．地震の発震機構について
は，P 軸が西－東から西北西－東南東を示していた．この
ような特徴下で，M.0（東北地方太平洋沖地震，0）
が発生した．日本における観測史上最大の地震である．発
生に伴う地殻変動の影響は，日本列島のかなり遠くまで波
及するものと考えられる．本報告は，福井県及び周辺での
M9.0 の発生に伴う福井県における地震活動の特徴的変化
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One of the largest earthquakes, M9.0, occurred in the Pacific Ocean off the coast of northeast 
Japan in 2011. The focal area of this event is 200km × 500km with an average slip of 14m. The 
stress difference by the M9.0 event affects Fukui Prefecture. An induced swarm occurred in the 
northern Reihoku area in Fukui Prefecture about 3 hours after the occurrence of the M9.0 event. 
The characteristic of this swarm was high seismic activity around the time of the M9.0 event. The 
present activity of this swarm is low. The typical orientation of the T-axis of the fault plane solution 
in this swarm turns in the direction of northeast Japan. This orientation does not coincide with the 
mechanism of the earthquake that occurred in the Reihoku area before the M9.0 event. However, in 
the Reinan area, earthquakes have the same orientation of the P-axis before and after the occurrence 
of the M9.0 event. This means that the effects of the M9.0 event did not reach as far as the Reinan 
area. 
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M.0 の影響を評価し，その特徴を明らかにしようとする
ものである．以下，詳細に報告する．
２．Ｍ 9.0
0 年３月  日 4：4 に，東北地方太平洋沖を
震源とする M.0 の地震が発生した．震源域の大きさは
00km × 500km（気象庁２））で，日本における観測史上
最大級の地震である．福井県でも長時間にわたる低周波の
地震動を計測している．地震時の変動により，東北日本が
東進した（国土地理院報告２））． Fig. に , 気象庁２）によ
る本震の震央を示す．宮城県沖に認められていたアスぺリ
ティーが，破壊の開始点だと考えられる．破壊は長時間に
及び低周波側も含めたパワーが放出されたと考えられる．
東北日本全体の太平洋の方への移動により，隣接する地域
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は変動の影響を大きく受けたと考えられる．大きめの余震
の規模が，従来経験している大地震の規模であり，余震に
よる被害も考えられ地震活動の推移を注意深く見守らな
ければならない．余震活動は，同規模の地震の活動の例か
らみて，数年間は活発に推移するものと考えられる．福井
県や周辺でも東北地方を向く張力場の応力場が観測され，
地震の発震機構にもＴ軸の向きとしてその影響が現れて
いる．
３．データ
解析に使用したデータは，京都大学防災研究所地震予知
研究センター北陸観測所（以下北陸観測所）が再検測した
ものである．北陸観測所は，福井地震断層に発生する福井
地震（4、M.）の余震の特性を明らかにすることを
目的の一つに設置され， 年よりテレメータ方式で解
析を行っている（例えば、竹内他３））．現在のシステムは， 
Win-format を用いて，サンプリング周波数としては浅井
観測点（00Hz）を除き 00Hz で，光回線により京都府
宇治市にある京都大学防災研究所地震予知研究センター
本所とのデータの授受を行っている．データ一元化による
観測点配置や検知能力の関係より，福井県嶺北地方を中心
とする地域では，00 年より M ≧ 0 についてほぼ均一
であると考えられる．発震機構は，北陸観測所の再検測値
を用いて前田の方法によりメカニズム解（下半球等積投
影）として示した . 震源決定は Win-system を用い , 震源
のプロットは Hyper-DPRI による .
４．地震活動について
M.0 の発生約３時間後，福井県嶺北地方の大日山近傍
で群発地震活動が開始した．Fig. に嶺北地方の 00 年
１月～ 0 年３月  日 4：45 までの M ≧１，深さ≦
0km の震央を，また，fig. に同地域の 0 年３月 
日 4：4 ～ 0 年  月  日までの M ≧１，深さ≦
0km の震央を示す．Fig. 中の矢印が当群発地震活動で
ある．群発地震活動中最大の地震は，３月  日 ：0
に発生した M4. で，福井県内で最大震度３を計測した．
直後 ： には M.4 が発生し，最大震度２を計測して
いる．Fig. を見て分かるように，M.0 直後の県内及び
付近の地震の発生状況の特徴としては，ほとんどがこの群
発地震であることである．発生領域の地表部には顕著なリ
ニアメントはなく，隠れた起震応力の影響を受けやすかっ
た断層の活動だと考えられる．Fig.4 に群発地震活動の震
Fig.1　Epicenter ２） of main shock (M9.0) and after shock 
 estimated by JMA.
Fig.2　Epicenter of Reihoku area before occurrence 
　　　　of  M9.0 event.
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源を示す．0 年３月  日 4：4 ～ 0 年７月 
日までの M ≧０，深さ≦ 5km の震源である．群発地震
は深さが km 以浅で発生し，マグニチュード０まで考
慮すると総数 00 個に達する．この地域では，これほど
集中して発生することは今まではなかった．断面図より断
層面を推定できるのだが，この群発活動については特定の
断層面に特定することが難しい．幾つかの小断層が雁行し
て発生しているのかもしれない．
５．起震応力
起震応力の向きを推定する為に，発震機構を求めた．P
波の初動情報より得られたメカニズム解の P 軸，Ｔ軸を
推定する方法である．北陸観測所の再検測値を使用し，前
田の方法によってメカニズム解を得た．M.0 の発生以前 ,
群発活動が発生した周辺では，P 軸が西北西－東南東を向
く地震が主なものであった．P 波初動データを用いるので，
解が得られる地震については規模によって制限される．群
発地震については，M ３クラスより最大地震までについ
て求めた．また同期間，比較のために周辺で発生した M
３クラスの地震についても，解を求めた．群発地震及び福
井県やその周辺で発生した地震の発震機構を fig.5 に震央
分布（Ｍ≧ .）とともに示す．群発地震のメカニズム解
は T 軸が北東－南西方向，すなわち東北地方の方向を向
いている事が分かる．飛騨地方や石川県で誘発地震である
と指摘されている地震（京都大学防災研究所付属地震予知
研究センター私信４））と同じ T 軸の方向を持つことにより，
群発地震は M.0 の誘発地震であると判断できる．M.0 の
影響，すなわち東北地方の東進による引っ張り力が福井県
嶺北地方まで及んでいることが推定される．嶺北地方の他
の地震について見てみると，奥越地域では P 軸が時計廻り
に回転する傾向が認められた．７月近くになってくると，
福井地震断層周辺でもやや大きめの地震が発生するように
なり，P 軸は M.0 の発生以前に近い状態になる傾向を示
すようになった．嶺南の方に目を向けると，３月  日に
嶺南で発生した M. は，P 軸が西北西－東南東の通常認
められる方向であった．また，滋賀県で発生した地震につ
いても，P 軸に大きな変化は認められなかった．これらの
事により，M.0 の影響が敦賀湾－伊勢湾構造線を越えて
波及してないことが推定される．今後，GPS の解析結果等
と比較する事で，さらに検討していきたいと考えている．
Fig.3　Epicenter of Reihoku area after occurrence of
　　　M9.0 event.
Fig.4　Hypocenter of induced earthquake swarm.
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６．まとめ
M.0 の発生に伴って，福井県嶺北地方で顕著な誘発現
象だと推察される群発地震活動が発生した．活動度（発生
数）は通常よりも活発的で，起震応力の変化が推察された．
発震機構を求めた結果，T 軸が東北地方を向く事により
M.0 で誘発されたものであると結論付けることができた．
周辺で発生した地震の発震機構との比較により，M.0 の
影響は敦賀湾－伊勢湾構造線を越えていない可能性を指
摘することができた．嶺北地域での M.0 の影響は，福井
地震断層付近での地震活動の様子等により，７月近くに
なって徐々に元の応力場に戻りつつあると考えられる．
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Fig.5　Fault plane solution of earthqukae occurred in and around Fukui Prefecture before and after the M9.0 event. P 
means orientation of P-axis. T means the orientation of T-axis.
